













































































9 月24日か25日ころから、講演回数は 2 、 3 回、他に座談会を 1 回設ける、聴講者は専門的に
理解ある少数者に限る、といった条件があったことがわかる。























よれば、西田の講演は 9 月25日から27日までの 3日間のスケジュールで組まれ、その演題も「歴
史的実在の世界」が予定されていたことがわかる。総長や庶務課長をはじめ、各教官へも案内が
周知されていることから、石原は哲学教室の関係者だけでなく、学内の幅広い有識者へ、講演へ










































































































































































































































17）石原謙宛書簡：昭和10年 9 月18日付（『西田幾多郎全集』別巻、書簡集第 5、P541）




21）鹿野治助宛書簡：昭和10年10月 3 日付（『西田幾多郎全集』別巻、書簡集第 5 、P542）、和辻哲郎宛書簡：






























40）三宅剛一宛書簡：昭和10年 9 月30日付（『西田幾多郎全集』別巻、書簡集第 5、P541）
